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は じ め に
本稿 は,ヴ ュルテ ンベ ル クの産 業振 興政 策の代表 部で あ る 「工商業 本部」
ZentralstellefurGewerbeandHandelの中小経営振興 の もと1},機械 制生産を
本格 的に開始 した編物産業 を取 り上 げ,19世紀後半の同産業の発展に先行ない
しは平行す る形で形成 された産業 内の社会的分業の展開 について検討 しよ うと
す る ものであ る。
18世紀 に輸 出産業 として興 隆 した ヴュルテ ンベ ルクの靴下編業Strumpfwir・
kereiは,19世紀 に入 る と生産 ・販 売諸条件が急激 に変化す る中で,ノ ッテ ィ
ンガム,ト ゥルワ,ザ クセ ンとい った ヨー ロ ッパの編物 産業 諸地域 との競争 に
破 れ,衰 退の道 を辿 る。 この靴 下編 業 の低 落傾 向は19世紀前半 を通 じて続 き
(靴下編業の衰退期),1850年代以後靴下編業は新 たに成 立 した トリコ ッ ト産業
Trikotageindustrieに漸次 代 位 され てい った。 フ ランス人丸 編機 製作 者 フケ
Honor6Fr6d壱ricFouquetがシュ トゥ.トガル トStuttgartで編機の 製作 を開始
し,さ らに工商業本部が編物産業の振興策 を強力 に展 開 した ことで,ヴ ュルテ
ンベルクにおいて も トリコ ット製品の生産が本格的 に始 ま り,靴 下編業か ら ト
リコ ッ ト産業への転換が進む ことになった(近 代編物産業の形成期)。
しか し1870年代までの編物 産業 の発展 は,基 本的 に家内工業的色彩 の強い中
1)工 商業本部 の組織 ・政策手段 ・活動内容 については,森 良次 「19世紀後半西南 ドイツ ・ヴュル
テ ンベルクの産業振興政策」r調査iと研究」 第16号,1998年10月。
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小 ・零細 の編物生産者 によ り実現 された もので あ り,1880年代以後の大工業の
出現 を伴 う急激 な発展 と比較 した場合,当 該期 の発展 は相対的に緩慢であ った。
1880年代以降,ヴ ュルテンベル クの編物産業 は肌着 生産 を中心に急速な伸 長を
遂 げ,ヴ ュルテ ンベ ルクはザ クセ ンと並ぶ ドイツの有力な編物産業地域 として
立 ち現れ ることにな った%
お よそ以上の ような経過 を辿 った編物産業を ここで取 り上げるのは,そ れが
ヴュルテ ンベル クの経済発展 に関す る一般的理解一 ヴ ュルテ ンベルクにおい
て機械制 大工業 の活動が顕著 にな るのは他の ドイツ諸地域 に比 して相対的 に遅
いユ880年代以後 の ことであ り,そ れ以前の ヴュルテ ンベ ルク経済 は非工場制的
手 工業部 門が支 配的で,そ の外延 的拡 大が産業.発展 の内実であ った一=叫 こ対
して,修 正 を迫 る ものであ るか らに他 ならない。
確か に,ヴ ュルテ ンベル クの編物産業 の大工業化の起 点は1880'F代.に求める
ことがで きよう。 この点で編物産業 の展 開とヴュルテンベル ク経 済発展 の大略
とは共通 してい る。だが,1870年代 までの強い 中小 企業性 によって特徴づ け.ら
れ る編物産業の歩み を他 の編物産業地域 に比 して停滞 的 と見 な した り,近 代 的
産業発 展 の前 史4:として扱 うこ とはで きない。少 な くと も,編 物 産 業内 に
2)ヴ ュ ル ナ ンベ ル ク の 編 物 産 業 の 発 展 過 程 を 概 観 した 研 究 と して は,Schpabel,Hennann,Dセ
W漁 颯 階 ゴπ・姻 ・把 η 腕 鷹 訓 加 礁'厩Eπ 置眈 々'配η9麗π4鯉 加 印 幽5偬 燃 ・,Stuttgart,
1931,S.3-18.Warner,WalterBeck,DieStreck.rerr:udcatr{ein児餌 伽9εη,(Dissertation),
Reutlingen,S.16122、,ALfollsvondεrHelm,D紹鯉成膨 醐 簿r舵Th'盈 ρ`αg石刀幼ぬ 舘舜ピ,(Di,.
se【tan・・L>,Leip・ig,1930,S.13-18・Reinhard,0..凸診 磁 π伽 蜘`肋7h凌 ・諭 ㎡硲齪 瞬5ρ ε・
珈 雄 ダ長 廊 総ゴ`緬9τ'η8伽H8枷"r伽h配 諭 η 醜 麗rセπ&π ㎎ 観(5㎞ 漉 駈π4ム躍ηめ ・屠 飾'∫π召.
8〃、.Leipzig,1899,S.20-4呂.,Lang,Erτ】呂t,1)飴正油ゼηgθダ7胃勧 紐g飯ゴ㎡ μ5睨ゑ(EinBeitrag=i・1"一
4観r副 瞬 醐 ηπ 翻45磁 ぬ π即`ノ星ピぐノ准4・ ・Wゴ 囎 んφ5々rθ㎞ 卵'郷 η 姻4H山 脚 佐 用.〕,
(Dissertation〕,Hcjdelberg,1941,S.4-37.な.どが あ る。
3,ヴ.ー ル テ ンベ ル クに 関 す る 経 済 史研 究 の 最 新 の 動 向 につ い て は ,差 し当 た りMedlck,Mans,
既 伽.襯4〔 肋 た 伽 加 加 ・ノ・ガ・岬 痂 伊19ΩρL・㎞ 細 面 ぐぬ陀 鵡A'忽 例 伽6G臨 櫨 配色
〔}6ttingeロ,1997,S.157-182.を参 照 され た い 。
4)ヴ ュ ル テ ンベ ル クは.19世紀 末 葉 ま で に ヨー ロ ッパ の有 力 な編 物 産 業 地域 の....・つ と して 台 頭 し,
そ の結 果20世紀 に入 る と,編 物 産 業 の ヴ ュ ル テ ンベ ル ク経 済 に占 め る比重 は 決 定 的 に 大 き くな る。
こ う した 経 過 に 起 因 して,ヴ ュ ルテ ンペ ル ク の編 物 産 業 を 主 題 とす る研 究 の 多 くは ,対 象 時期 を
1900-1930年代 に 定 め,そ れ 以 前 の19世紀 後 半 の 編 物 産 業 の展 開 につ い て は 近 代 的 産 業 発 展 の 前
史 と位 置 づ け.部 分 的 に 言及 す る に と ど ま っ てい る。
『
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形成 された社 会的分業,と りわ け紡績 業,漂 白 ・染色 ・仕上業,.編機製作,編
針製作 といった関連支援産業の発 展 に注 目す るな らば,1850年代 よ り新技術の
摂取 と製 品革新 を不断 に推 し進めた生 産者 の進取的 な態度 を確認す ることがで
きる。事実,ヴ エルチンベル クを代表す る大編物経営であ った 「ベ ンガー兄 弟
社」W.BengerSohne(以下,ベ ンが一社 と略称)の 経営発展 は,そ うした関
連支援 産業 の存在 に大 きく依存 し,社 会的分業の発展を前提 に実現 された もの
であ っだ)。
本稿 では,そ うした中小企業性が強 く,大.t:の 出現 が遅 れた,そ の限 りで
停滞 的 とみ なされて きた編物産業の実態解 明の.一環 として,同 産業内 の社会的
分 業の発展状況 について検討す る。まず ヴエルチ ンベルクの各編物産地の特徴
と関連支援産業(紡 績業 と編機製造業)の 発展 を概観す る。次いで,編 物 産業
の社会的分業関係の中で と りわけ重 要な位置 を占めていた編機製造業の発展 を
個別経営に即 して跡づける。そ して最後 に編針製造の 「デオ ドー ル ・グロツ父
チ会社」Theo〔】⑪rGrozandSohne(以下,グ ロッ社 と略称)と 編機製 造業 と
の関係,紡 績業 及び編機製造業 と狭義の編物産業 との取 引 ・技術協力 関係 を個
別具体 的事例 によ り示 し,社 会的分業か ら見た編物 産業 の発展 につい て考察 を
加 えることにす る。
1編 物産地の形成 と展開
19世紀 後 半 の ヴ ュ ル テ ン ベ ル ク の 編 物 産 業 は,18世 紀 ま で の 靴 下 綿 業 や 平 編
業Strickereiの立 地 に 規 定 さ れ て,三 地 域 へ の 地 理 的 集 中 を 伴 い な が ら展 開 し
た 。 す な わ ち,シ ュ ト ゥ トガ ル ト とそ の 周 辺 地 域 か ら成 る シ ュ ト ゥ トガ ル ト地
区 五 一 ビ ン ゲ ンEbingen,バ ー リ ン デ ンBalin暮e11,タイ ル フ ィ ン ゲ ン
.Tailfingenの複 数 の 中 心 地 を 持 つ バ ー リ ン デ ン 地 区,そ し て シ ュ ヴ ェ ー.ビ ッ
5)ヴ ュルナ ンベル クにおける編物 産業発展の諸契機 と社会的分業か ら見たベ ンガー兄弟社 の経営
発展 につい ては,森 良次 「ヴニルテ ンペル クにおける近代編物産業 の発展 とその背景」『調査 と
研究』 第21号,200-年4月,掲載予定。
『54〔136)第166巻 第2号
第1表 ヴ ュル テ ンベ ル クに お け る編物 産 業 の 地域 分 布(1895年)
地 域 経 営
(補助者無)
経 営
(補助者有〉 就 業 者
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ヴ ュル テ ンベ ル ク 2,096 298 9,402
注D=シ ュ トゥトガル ト地区は,大 シュ トゥ トガル ト地域 を指す.
2):パー リンデ ン地 区は,バ ・一リンデン,エ ービンゲン,タ イル7イ ンゲ ン等を包摂す
るパー リンデン郡 を揃す。
3)=シュヴェーピ ・シェ ・アル プ地区は,ロ イ ト.リンデ ン郡にニ ュルテ ィンゲ ン郡を加
えた地域 を指す。
出所=W旨rμ伽 加㎎醜 ん6.危んr擁rゐ百rE卿i膿瑚95加η4皿1蜘S.93-96.
シ ェ ・ア ル プSch輔bisheAlb山 麓 に 広 範 に 展 開 し な が ら も ロ イ ト リ ン ゲ ン
Reutlingenとニ ュ ル テ ィ ン ゲ ンNurtingenを中 核 と す る シ ュ ヴ ェ ー ビ ッ
シ ェ ・ア ル プ 地 区,で あ る%こ れ ら の 地 区 は い ず れ も ネ カ ル 河Neckar中 ・
上 流 域 に 位 置 し,有 力 な 編 物 産 地 を 形 成 し て い る 。 い ま ヴ ュ ル テ ン ペ ル ク の 編
物 産 業 の 地 域 分 布 を 示 せ ば,第1表 の よ う に な る 。
同 表 に よ れ ば,三 地 区 の 経 営(補 助 者 有)・ 就 業 者 数 の 合 計 は ヴ ェ ル テ ン ベ
ル ク 全 体 の64%に 達 し て お り,同 地 の 編 物 産 業 が 三 つ の 中 心 地 を 有 し て い た こ
とが 明 ら か で あ る。 そ し て そ の 中 で は,シ ュ ヴ ェ ー ビ ッ シ ェ ・ア ル プ 地 区 へ の
編 物 産 業 の 集 中 が 他 の 二 地 区 に 比 して 相 対 的 に 弱 い こ と が 確 認 で き る 。 しか し
こ の こ と は,当 該 地 区 の 就 業 者 数 が1,055人(全 体 の11%)で あ る の に 対 し て ,
経 営(補 助 者 有)数 が シ ュ ト ゥ トガ ル ト地 区 と ほ ぼ 同 数 で あ る こ と か ら,シ ュ
ヴ ェ ー ビ ッ シ ェ ・ア ル プ 地 区 の 中 小 企 業 性 特 性 を 示 す も の と 解 す る こ と が で き
6)Schnabel,Hcrmann,a.a.0. S 1821.
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る。ヴ ュルテ ンベルクの編物産業 は,バ ー リンデ ン地区 を最大の産地 としなが
ら,さ らにそれ よ り若干規模 の小 さい二つ の産地 を形成 し,発 展 した ので あ
る。
各編物産地 の発展 についての詳細 な分析 は他 日に期す ことに して,こ こでは
必 要な限 りで.各産地 の特徴 を確 認 してお くことにす る。
1シ ュ トゥトガル ト地区
シュ トゥ トガル ト地区 は,17世紀 末葉以来 の羊毛靴下編業の伝統の うえに ト
リコッ ト産業が興隆 し,同 時 に雫編業が発展 した複合産地であ った』 シュ トゥ
トガル トには,工 商業本 部や 内外 の模 範 的工業 製 品 を展 示 した産業 見本 所
GewerblicheMusterlagerが置かれ,専 門学校や 工科大学:など各種 実科学校で
は様 々な分 野の職業技術教育が行われていた。 シュ.トゥ トガル ト地区で は,こ
の ような技術 ・市場 情報への接近 の容 易さか ら,1850-1860年代 に トリコ ッ ト
産業,1870年代 には平編業が それぞれ編物機械 を導 入 し,本 格 的に発展 を開始
した。
この地区の編物産業 の最大 の特徴 は,19世紀以 降編物素材 として綿糸が一般
化 す るなか,羊 毛編物 製品の生産が続 け られた こ とにあ った。「イェー ガー ・
ジスチーム」JagerSystemの名で知 られ る羊 毛健康 下着 を製造す るベ ンが一
社 は,そ う し た 羊 毛 編 物 衣 料 生 産 の典 型 で あ っ た し,男 児 用 スー ツ
Knabenanzug,男性用 運 動 スー ツHerrensportanzug,女性 用 改 良ズ ボ ンP-
formbeinkleidfur--amenandMadchenなど耐久 性 のあ る実践 的 な純 毛編物
衣服 で著.名な 「ヴ ィルヘ ルム ・ブ レイ レ社 」FirmaWilhelmBleyleも,シュ
トゥトガル トを代表す る編物経営であ った%
一般 に羊 毛編物製 品は綿製 品よ りも高価格 であ り,シ ュ トゥ トガル ト地区で
は羊毛編物 が しば しば銘柄 品 として生産 された。それ らは,と りわ け1880年代
にお けるイェー ガー ・ジ.スチームの成功 以降,高 所得者層 を主 たる購 買層 とし
7)β∠8ツセ1『彫rμ"5θ冒Nβ起爆躍,S.6-14.
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て イギ リスなどに輸 出され るよ うになった3,。当地区で は手編 によ る工芸品の
生産は見 られなか ったが,編 機 を用いた高級 品の生産が大 きな比重 を占めてい
た。
2バ ーリンデン地区
バー リンデ ン地 区は,以 上の シュ トゥ トガル ト地区 とは対照 的な展 開を示 し
た犀地で ある。バ ー リンデ ンは ヴュルテ ンベルクで靴 下編業が最 も広範 に展開
した地域であ り,そ の中核 を成すエー ビンゲ ンか らはヴュルテンベ ルクで最初
に丸編機を導入 したマ ウテJ。hannesMautheなどが輩 出 している。
バー リンデ ン地区で トリコ ッ トの生産が本格的 に始 まるのは1860年代 に入 っ
てか らである。「コ ンッェルマ ン社」Fi皿aM .Conzelmann,「リンダー ・シュ.
ミッ ト社」G.Linder&Schmid,「コ ン ツェル マ ン ・ロー ゼ社」L,Conze1-
mannzuRoseとい った後 の有力 な トリコ ッ ト経 営 が成立 す るの もこの頃で
あった。 これ らの ト.リコッ ト生産者 は,当 初 工一 ビンゲンない しはヘ ヒンゲ ン
Hechingen(ホーエ ンツォ レル ン領Hohenzollern)の問屋制 商人 の統制 下 に
おかれ,綿 製 の男性用 ズボ ン下 などを生産 した。そ の製 品は粗製品,並 物品が
中心 で,安 価 な量 り売 り製品Pfundwareとして扱われた。
しか し1870年代 に入 ると,問 屋制商人 の組織 網 に組み込 まれていた トリコ ッ
ト生産者 は,.自ら丸編機 を所有 し,自 己の計算で原料の購 入か ら生産,.販売 ま
で を行 うよ うにな る。1870/71年の普仏戦争 と戦後の ドイツ国内の好 景気が大
量 の靴下 ・トリコ ッ ト需要 を生み出 し,バ ー リンデ ンの トリコ ッ ト生産者の経
営的 自立 を強力 に促 したのである。またこれを機 に,多 くの靴下編工 が問屋制
商人 を介 して丸編機 を尊人 し,長 靴Fか ら トリコ ッ ト製品の生産 へ と転換 を図
ることにな った%
8)S・h・ ・b・1・H・・m・叫 ・… α ,S.ユ5一・6,7・一7置.,蛎 船 …d・.Helm,。 、a.0.,S.餌一鶴..




1880年代 には イェー ガー ・ジスチームの登場で,編 物肌着 に対す る需要が急
激 に高 まった。 これによ リバ ー リンデ ンで も トリコ ット生産者が生産規模 を急
速に拡大 させ る ことになった。1880年代初顔 まで タイルフ ィンゲ ンでは,複 数
の丸編機 を備 えた独立の トリコ ット経営 は僅か3社 を数え るのみであ ったが,
ユ890年にその数 は10社とな り,蒸 気機関 を備 える経営 も現れた。また生産規模
を拡 大 させた トリコ ット生産者 の中か らは,消 費者の衛生観 念の高 ま りに対応
して,従 来 のズボ ン下だ けでな く,シ ャツや コスチ ューム(コ ンビネーシ ョン
の「種)な どの製造を始め る者 も現れたゆ。
しか しこ うした製品種類 の拡 大に も拘わ らず,バ ー リンデ ン地区では生産 の
重心は依然 として並物製 品に置かれ,同 地 はシュ トゥ トガル ト地区 とは対照 的
に,非 流行 品で綿製並物製 品中心の製品構成 をその特徴 としていた。
このよ うな製品構成 に変化が見 られるよ うになるのは,.1890年代央 の ことで
ある。1880年代末か らの不 況に伴 う トリコ ッ ト需要の減退が過剰 生産 を引 き起
こし,さ らに合衆 国のマ ッキ ンリー法 をは じめ と して,南 アメ リカ諸 国,ロ シ
ア,オ ー ス トリア=ハ ンガ リー,ス イスの各国が禁止 関税 を採用 した こ とで,.
安価 な量 り売 り製品の生産 に集中す るバー リンデ ンの トリコ ッ ト産業は,エ ー
ビンゲ ンで編物産業従事者 の3分 の 工が失業状態 におかれるほ ど,深 刻な打撃
を被 った。 こうした危機へ の対応 と←て,バ ー リンデ ンでは1890年代央 よ り高
質品Qualitatswareの生産が本格化 し,製 品構成 も並物か ら中質品へ と重心 を
移動 させ るこ とにな った。 これに伴 い輸 出 も再度増加傾向 を示す ようにな り,
第一次大戦前 までにバー リンデ ン地 区の編物生産の輸出比率 は60%台に達 した。
主要輸出先は,イ ギ リス とその植民地,オ ランダ,ス イ.ス,スカンジナ ビア諸
国,ト ルコ,エ ジプ ト,オ ース トリア ・ハ ンガリー,合 衆国,南 アメ リカ諸国
等 であった1㌔
10)Ebenda,S.12-14..
11)L・ng,E・ 蝋 ・　 0 ,,S.126-127,,W伽・r,W・t…Re。k,。.。.0.,S.1。5-107.
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3シ ュヴェービッシー・アルプ地区
シ ュヴェー ビッシェ ・アル プLl」麓の一帯 では,ヴ ュルテ ンベ ルクに靴下編業
が伝 え られ る以前か ら平編業が営まれていた。19世紀 の中葉 には凡そ15,000人
の女性 ・児童 を中心 とす る手編工が冬期 の副業労働 としてこれ に従事 していた。
産 地 の 中核 を成 す ロ イ トリ ンゲ ンで は,女 性 ・子 ど も用 縁 無 帽 子,肩 掛
U血legtUcher,襟巻 子 ど も用 スモ ック,乳 児衣料,財 布 な ど様 々な編物 製品
が生産 され,そ れ らは 「ロイ トリンゲ ンもの」 と呼 ばれ,地 域銘柄品 として遠
隔地市場 において も広 く知 られていた旦%
1870年代 に入 る と,農 村住 民の副業 として広範 に展開 していた この地域 の平
編業 で も,編 機 が使 用 され るよ うになった。1863年にアメ リカ人 ラム 」.Wil-
liamLambによ り家 内作業用 の小型 の平行 式編機Handstrickmaschineb,78明
され,こ れ に目を付 けた.L商業本部が,平 編業 の振興 を目的 として ラムの平行
式編機 の導.入を奨励 したためであった。こ うした工商業本部の施策は,そ れが
専 ら零 細 な生 産者か ら成 る平編 業の実態 に照応す る もので あった こ とか ら,
シュヴェー ビ ッシェ ・アルプの問屋制家内編工や独立の平編工の間に編機 を浸
透 させ,平 編 業 の機 械化 を強力 に促 す こ とに なった13〕。1865年に創 業 した
「ビュー ジ ング ・ケ.スラー社」Busing&KeBler(後の 「ビュー ジ ング社」
Busing&Co.)な.どは,零 細 な生産者か ら身を起 こし,平 行式編 機の導 入によ
りその後の経営発展の基礎 を築 くことになった。
シュヴェー ビ ッシェ ・アルプ地 区の編物産業の特徴は,シ ュ.トゥ トガル トや
バー リンデ ン地区のそれに比 して,製 品種類が遙か に豊 富である ことにあ った。
平編業 は元々手芸 として発展 を遂 げた…割 多品生産の性格 の強い産業で あ り,ト.
リコ ッ ト産業に比 して製 品種類が多い ことを特徴 としていた。シ ュヴ ェー ビッ
シェ ・アル プ地区では,19世紀 には輸出への依存を低 下させ,ド イツ内部市場
12)E1)enda,S.8く)一81.
13)森 良 次 「19世紀 後 半 西 南 ド.イツ ・ヴ エル チ ンベ ル クの 産 業 振興 政 策 」 「調 査 と研 究」 第1日号,
1998年10月。
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を主要販 路 とす るようになったが,種 々雑 多 な流行製 品の生産 は続 け られ て
たL%
20世紀 に入 って も,こ う した点は基本的に変わ る ことはなか った。1878年以
来 ロイ トリ ンゲ ンで平行式 編機 を製作 していた 「ス トル社」H.Stoll&Coが
1890年に平 型 のパー ル編 機Links.Links-Strickmaschineを発 明 し,こ れが ロ
イ トリンゲンものの生産を拡大 させ たのであ る。
〆 一ル編は手編独特 の風合 いを持 ち,適 当 な紡糸を使用 した場合 に柔 らか く
上品な特性 が得 られる こζ,そ して摘 出 しが豊 かで あ ることか ら,子 ど も用編
物 製品,女 性 用の下着や衣料な ど様 々な編物製品 に用い られ ていた1%そ のた
め ロイ トリンゲ ンで も手編工 によるパール編製 品の生産が盛んであ った。ス ト
ル社 のパ ール編機 は,こ う した ロ.イトリンデ ンものの要 を成す製品分 野におい
て,機 械制生産を実現 した もので あ り,同 機が シュヴェー ビ ッシェ ・アルプの
平編生産者 の間.に急速 に浸透 した結果,ロ イ トリンゲ ンでは創業活動 が活発化
す るとともに,ロ イ トリンゲ ンものの生産が拡大す ることになった1の。
H編 物産地における社会的分業の展開
以..Lのような編物産業の発 展に平行 ない しは先行 して,紡 績業,仕 上業,編
機製造業.編 針製造 業 とい った関連支援産業 も高度 に発展 を遂げ,編 物産 業内
に社会的分業が成立,拡 大す るこ とになった。
仕.ヒ業で は繊維 産業 の全般的 な発展 に伴 い,シ ュ トゥ トガル ト地 区や シュ
ヴェー ビ ッシェ ・アルプ地区で仕上部門(特 に染色業)の 専業化が進み,そ の
中か ら.ウー イ ンゲ ンUhingen(シュ トゥ トガル ト地 区)の 「ベー ・エ フ ・
14)W。m・1,W・lt・ ・B㏄k ,….O.,S.111-ll2、 β ・h・・b・1,H舳 ・叫8.。.0..S.37-39,48-49,
　ヨ　フ　ロ
15)編 物 組 織 に つ い て は,米 田 英 生rメ リ ヤ ス 製 造 法 」 ⊥ 政 會 出 版 部 ,1929年,23ペ ー ジ,岡 本 恒
彦.「 新 し い メ リ ヤ ス 学 』 繊 維 研 究 会 出 版 局,1967年,110ベ ー ジー を 参 照 。





営 も出現 した1%バ ー リンデン地区で は19世紀の末 よ リ トリコ ッ ト生産者が従
来の編立 と衣料製造部 門に一連 の仕上用設備を加え,仕..L工程 を経 営内に包摂
す るようにな った。 こうした垂直統合の展開は,中 小 ・零細 の トリコ ッ ト生産
者 に とって,通 量 の確保 を優先す る大経 営に仕上加工 を委託す ることを可能 に
す るもので あ り,そ の限 りで産地内に駐 直的分業 関係が形成 された ことを意味
したL㌦
しか しそ うした仕 ヒ業の発展 は,ヴ ュルテ ンベルク域内 の編物産業や繊維 産
業の興隆 に牽引された ものであ り,そ こか ら仕上業 自体が工程 産業 として 自立
化す ることはなか った。
他方,紡 績 業,編 機 製造業,編 針製造業の発展 は世界市 場 と結 びつ くことで
実現された もので あ り,そ れ らはヨーロ ッパの編物 ・繊維 産業界 におい て重要
な位 置を占める もので あった。編針製造業については後述す る ことに して,こ
こでは紡績業 と編機製造業の発展を概観 してお くことにす る。
1紡 績業
紡績部 門で は,羊 毛紡績業Wollspinnerei,とりわ け梳 毛紡績業Kammgam-
spi皿1ereiが編物 産業の関連:支援産 業 と して十 全な発展 を遂 げた。 ヴュル テ ン
17)ペー ・エ フ ・アー社 につい ては.75.1αh昭1860・1鱒4窟8κゐθ融 働r㎞ 襯4五塵 ε麗 沌η.
5置庸 こ「んπ9θアr!1σ.
18)バ1)ン ゲン地区で仕上工程の軽営 内統合が進 んだ理 由として は,1890年代央か ら同地におい
て並物か ら中質品へ と製品構成が変化 した点を指摘す ることがで きる。
従来の綿製 ズボ ン下な ど安価 な量 り売 り製 品の場合,洗 浄や漂 白などの加工をせず裁断.・縫 製
が行われたが,イ 」・一ガー ・ジスチームに倣 った綿製 の肌着や高質品の生産に際 しては,洗 浄 ,
漂 白の他,染 色.し わ伸ば しGl甜en,圧縮Pressen,艶出 といった様 々な仕上加 工が必 要 で
あ った。
その うえ また,バ ー リンデ ン地 区で は並物か ら中質品の生産へ と品質の向.Eが図られ たとはい
え,そ れ らは基本的に流行 に左右 され ない大量生産品 としての性格 が強 く,仕上工程 において製
品種類 の変 化に応 じて絶 えず加工方法 を変更 した り,高 度な熟練が 要求され る特殊加工 を施す必
要は なか った。 そのためバー リ ンデ ンの トリコ ット生 産者 は,仕 上工程 の統 合に伴 う危 険や設
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出面:B【レrscheid,Peter,m.'ぬr謝燃fhψ ごηゴεr1〃4聯癩'1畑π♂π募3画 碗 加8翻 滋
ハ40うμ'頗"ηL雫価7≠ムrη曜ゐ8㎎ビ19」んゐrん厚η4εηソ,St.[tgarも1978,S.469-478.
ベ ル ク の 機 械 制 羊 毛 紡 績 業(紡 毛 紡 績 業Sueichgarnspinnerei)は,ユ816年に
「カ ル ヴ 薄 布 取 引 会 社 」CalwerZeughandlungskompagieの流 れ を 汲 む
「ヴ ァー グ ナ ー ・ シ ル 社 」Wagner,Schill&Comp,が先 鞭 を つ け た 後,1820
年 代 末 に 最 初 の 創 業 期 を 迎 え た1%第2表 は,ヴ ュ ル テ ン ベ ル ク の 羊 毛 紡 績 業.
の 発 展 を 経 営 ・就 業 者 ・紡 錘 数 か ら 見 た も の で あ る 。
こ れ に よ り紡 毛 紡 績 業 は,創 業 期 の 後 も1832年か ら1858年ま で 経 営 数 を 増 や
し,1858-1868年に は 特 に 一 経 営 当 た り の 紡 錘 数 が 伸 び た こ と で ,1860年代 末
ま で 緩 や か に発 展 を 続 け た こ とが 明 ら か で あ る 。 ま た ユ870年代 以 降 ,紡 毛 紡 績
業 の 衰 退 が 始 ま っ た こ と が 確 認 で き る 。 紡 毛 紡 績 業 者 の 多 く は ,毛 織 物 業
Tuch皿acherei地域 に 立 地 し,当 地 の 織 布 工 の 紡 糸 需 要 を 満 た す だ け の 極 め て
小 規 模 な 生 産 者 で あ り,毛 織 物 業 の 低 落 が これ ら紡 績 業 者 の 衰 退 を 導 い た の で
あ るm〕。 「ア ドル フ社 」FirmaJ,F.Adolffのよ う に 大 規 模 に 紡 毛 紡 績 業 を 営 み ,
編 糸 を 製 造 す る 生 産 者 も存 在 し た が2L〕,紡毛 紡 績 部 門 で は ,そ う し た 編 物 産 業
19〕 ヴ ァ ー グ ナ ー ・ シ ル 制:の 経 営 展 開 に つ い て は,Flik ,Rein,,"DicTe翼tilindustrieinCa【w田Ld
Hod㎝heim1750-1870.EineregiQnalvelgleichefld巳Unter5uchungzulGeschicht。derFilhin.
dus面alisierungu皿d目配IIndusぽlepolirikinWU賞tomberg∴Zげゴ魏 んrヴ1ノ配r乙 「'i'醐8肋 餌8齪 飯`ゐ.
`曙Beiheft57,1990,S.264-267,291-3〔}0.
ヴ ュ ル テ ン ベ ル ク の 羊 毛 紡 績 業 の 発 展 に つ い て は ,BQrscheid.Peter,Thτど吻r占 爵8∬ 罐 ψfπ
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と結 びつ き,活 発 に経営展 開 した紡績業者 は例外 的で あった。
む しろ,ヴ ュルテ ンベル クの編物 産業 に対す る編糸 の供給で重要な役 割を果
た したの は,梳 毛紡績業であ った。19世紀 に入 っても羊毛編物の製造を続 けた
シ ュ トゥ トガ ル ト地 区 で}む 梳 毛 紡 績 業 の発 展 が 顕 著 で,エ ス リ ンデ ン
EBIingenの「メ ルケ ル ・キー ン リン社」FirmaMerkel&Kienlinやザ ラハ
Salach(ゲッ ピ ン ゲ ンGoppingen)の「シャ ヘ ン マ イ アー ・マ ン社」
Schachenmayer,Mann&Cie.とい った梳毛紡績業者が活動 していた。
これ らの紡績業者は単一工程特化型 の経営であ ったが,編 糸の生産に焦点 を
合わせ ることで,19世紀後半 よ り着実 に生産規模 を拡大 させ,1880年代以 降大
規模梳毛紡績業者 として立 ち現れ るに至 った麗,。第2表 の梳毛紡績部 門の就業
者 ・紡錘数の増加 は,梳 毛紡績業者が編物産業 と並行 して発展 を遂 げた ことを
示 してい る。
以上の梳毛紡績 業の発展 に対 して,綿 紡績業は対照的な展開を示 したd
ヴュル テ ンベ ル クの綿紡 績 業 は,1810年の商 人 ボ ク.スハマ ーCarlBock-
shammerによる綿紡 績工場 の設 立を嚆矢 として,機 械 観生産 を開始 した。以
後10年間に11の機械制紡績工場が誕生 し,1820年代後半 か ら ドイツ関税 同盟が
成立する1834年にか けてさらに5工 場が設立 された2%
第3表1ま,ヴ ュルテ ンベ ルクの綿紡績業の発展動 向を示 レた ものであ る⇔国
表か らは,19世紀前半 の綿紡績業は激 しい淘汰め過程 におかれ ていた ものの,
創業 活動 が活発 に展開 された ことで,全 体 として経営数,紡 錘数 と もに増 加傾
向を示 していること,ま た19世紀の後半 に入 ると,紡 績工場の紡錘 ・就業者数
の増加が顕著 になるとともに,一 経営 当た りの紡錘数及 び就業者一人当た りの
紡錘数が急増 して いることが確認 で きる。 しか し,こ うした綿紡 綾業 の発展 は,
大規模 な紡織一貫工場 を出現させ,結 合経営化 の傾向 は19世紀後 半を通 じて強
＼ 吻1832.1957,S.31-37.
22)BQ硲[上eid,Peter,a.a.0.,S.85-88..Em而 ゐrh瑚4診 π 五7配 意 瑚4E力 秘g2膨 ㎜ 触 昭海 御 勤rigen
Jπ飯 翫 配別 面 丹77ηαM2r観&κ ゴ㎝ZfπG.肌 五 尺Fnimgen,Stuttgart,1930.
23)BOr5chεid,Peter,己.d.0.,S.29-39.
ヴュルテンベ ルクにおける編 物産業 内の社 会的分業 の展開(1)(145)63
第3表 ヴュルテンベルクにおける綿紡績業の発展




1832 10 900 33,0DO1; 37 3,300
1852 16 944 37193脚 39 2,325
1858 17 1,856 111,⑪86 60 6,534
1868 20 3,208 268,734 84 13,437
1890 24 4,039 362.048帥 90 15,085




出 所:Borscheid,Pet,,7㎏ごぬr6β加 配 ゐ瞬 加 ぬr'η4副 磁 価8昭 嘔 勘zf砒 加 解
andWbilitatin耳磁r害'8ηめε哩rαΩ ノαんザ鳶廊刀伽 ノ,Stuttgart,1978,S,460-466.:
FrieddchF■anzWauschkuh【[,DieA脚g8伽ω醜 鰍 ∂8轡5ゐ`㈱翫 彦ま伽 ぬ5.







編機製造業 は,ヴ ュルテ ンベル クにおける近代編物産業の成立 と発展 に極 め
て重要な役 割 を果た した部 門で あった。その編機製造が ヴュルテ ンベルクで始
まったのは1852年,フランスの世.界的丸編 機製作者 フケが編物 産業 の先進地
トゥルワよ リシュ トゥ トガル トに移住 し,当 地で編機 製作 会社 「ダムブ リー ・
24)ヴ ュ ル テ ンベ ル ク の 綿 紡 績 業 の 発 展 に つ い て は,Boτscheid,Peter,.a.a.0.,S.29-50、19世紀
後 半 にお け る紡 織 結 合 縄営 の 台頭 に 閲 して は.差 し当 た り森 良次 「ヴ ュ ルテ ンベ ル クに お け る近
代 編 物 産 業 の発 展 とそ の 背景 」 『調 査 と研 究」第2}号,2001年4月掲 載 予 定,脚 注51),Riede,Hug.,
Z)飴駄1魏卿 η嫌 盾`ゐ87と漉'f幽`漉,Fral止fロt〆Main,1939/1940,S.20..・22.,Hubs,FrauzCad,
趣 奴 ん頑 馴rル8r幽 ・5伊」勘 厚即 励 ∫勧 酪 伽1俺 曜 鰍 薩 脚 勲8π 」珈"鷹 婦 蹴 耀 肌 丁田
27Gr協 訪血 盟 用 瑚4G即 伍 伽 融'加1轍 π燃 加屠,Stuttgart,1910,S.175-180.を参 照 。
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フケ社」d'Ambly,Fouquet&Cie.(以ド,フ ケ杜 と略称)を 興 した ことを契
機 とす る もので あった。
この フケ社 の シュ トゥ トガル ト(1873年に本拠 を ロッテ ンプル クRottenburg
に移す)で の活動は,17世紀末以来の靴 下綿業 と手芸的 な平編業か ら成 るヴュ
ルテ ンベ ルクの編物産業が近代 的再編 を遂 げる上で大 きな推進力 とな った。ま
た フケの移住以降,ヴ ュルテ ンベルクで編機製作会社が相次いで設立 され るな
ど,フ ケ社の活動が同地.をヨーロ ッパにおける編機の製造 ・開発 の技術 中枢へ
と押 し上げ,さ らにその ことが機械産業全般の発展 をも導 くことにな った。
第 一に,フ ケ社か らは多 くの機械::Lが独立 し,こ れ によ り編機製造技術 が
ヴュルテ ンベル クに波 及 していった。その 中で特に重要な役鋼 を果 た したのは,
フケ社 の工場長 テロ ッ トCharlesTerrotの独立であ った。
テロ ットはフケが シュ トゥ トガル トに移住す る際,彼 に同伴 し,以 来11年間
フケ社 の工場 長を務 めだ編機製 作者で あった。 テロ ッ トはユ862年に独立 し,
商人 シュテユ ック.レンWilhelmStUcklenと共同で シュ トゥ トガル ト(1882年
にカ.ンシュタッ トCannstattに移転)に 丸編機製作会社.「シュテユ ックレ ン ・
テロ ット社 」Stucklen&Terrotを興 した(1878年に会社 はテ ロ ッ トの 車独所
有 とな り,「テ ロ ッ ト社」Fi皿aC.Terrotとな った(以 下,テ ロ ッ ト社 と略
称))。
創業後の テロ ット社 の業績 は良好で あった。1867年のパ リ世 界博 覧会で銅賞
を受賞す るなど,テ ロッ ト社 の技術力が内外 で高 く評価 されたためで あろ うか,
あ るい はフケ社 時代 にテロ ッ トによ り築かれた顧 客 との関係か らで あろ うか,
既 に.1871年に丸編機 の累計出荷台数は5dO台を数 え,以 後1878年まで に2,000台,
1886年には5,000台を記 録 した駄
この間にテ ロ ット社か ら同社の技術 主任Faktorであ った シュタールRafael
Stahlが独立 し,1876年に シュ トゥ トガノセトで 丸編機 製作 会社 「シュ タール
25>1862.1912CT"oe∫o曜ゐηθ∫躍㎎ 餌 一Cα朋 勲 琵 魚 ∂痒セノ表プR翼π4諭r加螂f伽 例andR-d一
価 ぽ罐川郡漉 ノη8厚.Z配ダE7ゴ朋 ε川'露耳岬 あ50ノ 勘 商9`1艶∫肥加 η4σ 凡r7π傷S.5-8,11.
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社」FirmaR.Stahlを設立 しだ%ま た1887年には同 じくテ ロッ ト社 出身のマ
イヤーJohannGeorgMayerがタ イル フィ ンゲ ンで,丸 編機 の修 繕 を行 う
「マイヤー社」Mayer&Cie.(後に編機製作.会社 とな る)を 興 したz7)。フケ社
を起点 とす る一連の機械工の独立 がこのよ うにヴュルテンベ ルクに編機製作技
術 を波及させる ことにな った。
第二に,編 機 製作会社 の設立が相次いだ ことで,ヴ ェルテ ンベルクの各編物
産地にはそれぞれ編機製作会社が立地す ることな った。
シュ トゥ トガル トで は,テ ロ ット社 や シュ タール杜 の他 にも,「ハーガ.兄弟
社」FirmaGebr.Haaga,「ヴ.イルヘ ル ム ・ハイ ゲ ルマ ン社」FirmaWilhelm
Heidelmann,「ミュ ラー ・シュ ヴ ァイ ツ ァー社」FirmaMUIIer&Schweizer
といった編機製作会社が活動 してお り,同 地 はヴュルテ ンベル クにおける編機
の製造 ・開発の拠 点を成 した廼㌔.
バー リンデ ン地 区で は,1873年にフケ社 が本拠 を ロ ッテ ンブル クに移 した こ
とで,当 地 の トリコッ ト生産者 とフケ社 との関係 は強め られ ること.にな った
(次稿 にて)。また1887年か らはマ イヤー社 も活動 していた。
トリコ7ト 産業 とは異な る技術 的系譜 に立つ シュヴェー ビ ッシェ ・アルプ地
区 の平編業では,編 成原理 の相違 によ りフケ社 に関係 した編機製作 会社 は存在
しなか った。 しか し当地で は,「 シュ ミッ ト・ス トル社」Schmidt&Stollが
1873年よ り平行式編機 を製作 してお り,.平編業の支援 産業 として十全 の役割 を
26)B・cβ1・r,A・him,佛・4・㎎ ・・〃 瓢伽 疏 ゴα 　 伽&曜 阻加 ひ撫 ぬ 。醜 勲 撤 ・(ゑ,∫
副 用ろ如1戸加9腰 轡(h〃ψ1852加8餌 轡 寵Eゴ 〃ど幽'乙;∠配読既 郡G齪 鯉rう吻46π 佛8配四ぬ 鰐cんπ9・
㎏ ゴ∫`伽 ん ηo襯 ゴθπ ごη4βr翻 彦'翻う8卿∫`んεπ1η㎡観r血 侮 側 η8;(Magisterarbeit),Mannheim,
1989,S.40.
27)May・・,EmiいD」・E繭 ・kl・・区d・・T・i1価9・M・t・11i・d・面 ゼi・ 距 岬 ㎎ 。,・H。ゴ　 伽 。ん
,
(ILg.)Bizer,Hermimn,TaiL遇ngen,1953,S.377-379、
28)テ ロ ッ ト社 とシ ェ ター ル社 を除 く編 機 製 作 会社 三 社 の経 営実 態 は不 明 で あ る が,特 に八 一 が兄
弟社 に つ い て は.フ ラ ン ス式 丸 編 機 の一 連 の 技術 改 良 で特 許(ド イ ツ ・ラ イ ヒ特 許 庁)を 取 得 し
て お り,同 社 が 丸 福 機 の 開 発 ・製 造 の 分 野 で7ケ 杜,テ ロ ソ ト社 な ど と並 ん で 主 導 的 な立 場 に







果た していた(次 稿 にて)。
第三 に,フ ケ祉 に由来す る編機 製造業 の発展 は,歴 史的産業連関 を通 じて機
械産.業の興隆 にも一役 買 った,
テロ ット社 は1887年にフ ランスのデ.イジ ョンDij・nに分 工場 を建 設 した。
当初工場 は丸編機 を製作 していたが,間 もな く繊維機械 の生産 を中止 し,自 転
車,オ ー トバ イ,さ らに自動車 の組 立Konstruktionを行 うようになった。 テ
ロ ッ ト社 は これ によ りカ ンシュ タ ッ ト工場 で編 機 を製作す る とと もに,デ ィ
ジ ョン工場 におい て各種の輸送機器を製造 し,多 角的 な生産体制 を整えたZ9〕。
1873年以来 ス トルHeinrichStollとともに平 行式編機 を製作 していた シュ
ミ ットChristianSchmidtもまた,1886年に編機の製作か ら自転車 の組立 へ と
転換 し,そ の後 オー トバ イMotorrad,パイ プ ・フ レームRohrrahmen,二輪
車Zweiradの製造 会社(NSU)と して発展 を遂 げた。1909年に同社製 の オー
トバ イは世 界最速(時 速124Km)を 記 録す るな ど,NSUは シュ トゥ トガル
トの ダイム ラーDaimler,マンハ イム ・ガ ッゲ ナ ウMannheim.Gaggenauの
ベ ンツBenzとともに,西 南 ドイツにおける 自動車産業 の勃興 に草分 け.として
大 きな役割 を果た した鋤。
また1876年に創業 した シュ.ター ル社 は,1897年を最後 に丸編機 の製作 を止 め.
代わ って電気式貨物用昇降機の組立 を開始 した。ユ902年には押 しボ タン式昇 降
機 の組立 も始 ま り,シ コ.ター ル社 は,昇 降機の製造 業会社 として発 展を遂 げ
だ ㌔
29)な お,デ ィ ジ ョ ン工 場 は,第 ・次 大 戦 で 接 収 され.後 に 売 却.され る こ と に な っ た.Zμ 切 加 アト
幽 か餉r'9伽魚 ∫陀徳 星4郡」三側 照 己71εmo`3硫π百3'μ`Zgαπ.駈4(弛配π伽 舐
30)呂 【.,e】ckじ,WilhA.,隣rご5`々ψ 」98舶姫`ピ磁 伽 ・1轍κ吻r58㎎∫脚 ηぬ 露R伽 θ加623'1餌鼠Stutt・
ga質,1987,S.270.
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